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巻頭言

人間看護学部 学部長
もり さとる

森 敏

"大学 の教員 に求 め られ る ものは3
っ ある"と よ く言 われ る。 それ は、

①教育、②研究、③社会貢献である。これ らの内いずれが欠けて もだめで、

3っ をバ ランスよ くこなす ことが求められ る。

人間看護学部では、 とりわけ 「教育」のウエイ トが大 きく、 ともすれば、
"教員 とは教育 を行 う人 一教育 が本務であり、他の2っ は副 一"と 捉 え ら

れが ちであ る。 「研究」 に多 くの時間を割 くことは、本務の 「教育」 を蔑

ろにしているかのような感がある。また、「教育」に専念することが、「研

究」を行わないexcuseに な っていた りもす る。

しか し、大学教員は否応なく"研 究業績 の評価"を 受 け る。新 たなポ ジ

シ ョンへの応募、大学院の設置審での資格審査(マ ル合判 定)、 身近 な と

ころで は研究費 の評価配分など、さまざまな場面でそれに遭遇す る。大学

の教員にとって、研究は教育 と同様に本務であり、 目を背けることはで き

ない。

研究を実施すれば、その成果を論文 として公表す る必要がある。 もちろ

ん一流誌に投稿することが望ましいが、若手の研究者にとってはハー ドル

が高いか もしれない。そこで、本誌に投稿す ることか ら始めていただ きた

い。本誌を活用することで、"自 分 の行 った研究 を論文 にま とめる"習 慣

を身 にっ け、 その上で、研究の檜舞台へ とステップアップしていってほし

い ○


